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2-（1）. 施設規模及び諸室（機能）の構成



① 施設規模
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施設規模

2-（1）.施設規模及び諸室（機能）の構成

施設規模の算定

集約施設の機能の必要面積（約6,100 ㎡） と 新たに求められる機能の必要面積（約
1,300 ㎡）の合計で約7,400 ㎡となる。また、共用部分（エントランス、廊下、トイレ等）の
必要面積は、書架や閲覧スペースを施設内の各機能と一体的に考えることで約２０％・約
1,600 ㎡と想定する。これらの合計面積は約9,000 ㎡となり、公共施設マネジメントの
観点から基本となる既存施設の延床面積（約8,970 ㎡）とほぼ同程度となる。

ただし、新たに求められる機能の優先度に応じた取捨選択、各機能の連携によるさらなる
集約化や図書館機能の書架や閲覧席の詳細な配置検討による面 積縮減については、次年
度引き続き検討を進めることとする。なお、導入機能のうち、飲食スペース、物販スペース、
キッチンスタジオ、キッズスペース等は民間機能として整備することでの公共施設としての
面積縮減も期待できる。

既存施設の集約機能（㎡） 新たに求められる機能（㎡） 共用部分（㎡） 合計（㎡）

約6,100 約1,300 約1,600 約9,000

下記、前年度の算定を基に、
ゾーニング・施設計画と連動して引き続き検討

「小松市未来型図書館等複合施設官民連携事業調査報告書」（令和6年3月）より
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2-（1）.施設規模及び諸室（機能）の構成

コンセプト 室名 面積（㎡） 利用方針・イメージ

こまつ
ベース

知の集積

開架書架 3,100

閲覧スペース 750

その他コーナー、閉架書架 620

個の活動 個人コーナー 30

くつろぎ・居場所 フリースペース 100

こまつ
コモンズ

地域の歴史文化の
集積・編集

展示室・収蔵庫 900

体験の共有・交流

会議室 524

多目的室 200

飲食スペース 70

キッチンスタジオ 100

知・文化の共有 市民交流スペース 130

施設・地域連携 学校連携支援スペース 25

② 諸室（機能）の構成

諸室（機能）の構成 2

ゾーニング・施設計画と連動して
引き続き検討

目的や機能の違いを明確に示す

目的や機能の違いを明確に示す

目的や機能の違いを明確に示す



② 諸室（機能）の構成
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諸室（機能）の構成 2

2-（1）.施設規模及び諸室（機能）の構成

コンセプト 室名 想定面積（㎡） 利用方針・イメージ

こまつ
キャンパス

発信・表現 市民ギャラリー 300

創造

創作スペース 100

音楽スタジオ 100

ティーンズスタジオ 100

子育て支援 キッズスペース 150

活動支援・共創 リビングラボ 100

共用部
エントランス、トイレ、授乳
室、管理人室、倉庫等、階

段・廊下・EV
適宜

延床面積 9,000

ゾーニング・施設計画と連動して
引き続き検討



2-（2）. 図書館機能「知の集積」



① 図書館機能「知の集積」の基本的な考え方 2-（2）. 図書館機能「知の集積」

未来型図書館のビジョン・コンセプトとのつながり
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ビジョン”こまつを編む。こまつを巡らす。”と図書館機能

• ビジョンは、未来型図書館ができることでまちや暮らしで実現させたいあ
り方です。図書館機能は、まちの「情報」・「つながり」・「とき」の3 つの要素
を具体化し、「編む。巡らす。」というビジョンの実現を支えます。

3つのコンセプトと図書館機能

• コンセプトは、ビジョンの実現に向けて施設が担っていくことです。本計画
で示す図書館機能も、コンセプトと紐づけて、具体的に検討したものです。

• 3 つのコンセプトは、互いに重なり合い、補い合いながら役割を発揮します。
図書館機能もこうした関係の相互性を重視しながら具体化していきます。

図書館機能「知の集積」の基本的な考え方

出典：小松市 | 小松市未来型図書館基本構想

市民の「今日の営み／明日の営み」を支えるために、知識と情報を集め、共有し、次世代に継承する

• 資料の収集にとどまらず、市民の日常生活や交流、学びや創造活動を支えるため、図書館の持つ知識や情報を多様な
形で共有し、次世代に伝える役割を果たします。

資料の収集だけではなく、多様な機能を組み合わせ、融合や相乗効果を生み出す

• 図書館の資料に加え、地域のコミュニティ活動や外部の資源、デジタル資源など多様な資源を組み合わせ、学びや創
造の場を広げることで、新たな知識の発見や地域資源の活用を促進します。

「知の集積」が中核となり、未来型図書館と地域社会が連携し、「知×地域の歴史文化の生態系」を形成する

• 図書館機能を地域の知識と歴史文化がつながる生態系として位置付け、地域の歴史や文化を深める活動を推進し、市
民とともに地域の魅力を再発見し発信する場とします。
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「知の集積」を中核とした「知×地域の歴史文化の生態系」のイメージ

① 図書館機能「知の集積」の基本的な考え方

随時更新

• すべての市民が「知の集積」にアクセスできるように、紙の資料だけではなく、複数の機能・サービスやメディアを活
用して、「読書のカタチ」を選ぶことができる環境を整えます。

• 「知の集積」「地域の歴史文化の集積・編集」機能を持つ未来型図書館は、知識や情報の提供者であり、地域の文化的
遺産の保全者であり、そして地域社会との連携を通じて新たな価値を生み出す存在です。

• 未来型図書館は「一方的に知識や情報を提供する場」ではなく、「地域との共創により新たな価値を生む場」となりま
す。

2-（2）. 図書館機能「知の集積」20241025更新



② 蔵書計画
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蔵書規模（他自治体との比較） 2023年版に更新・差替予定

2-（2）. 図書館機能「知の集積」



② 蔵書計画
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蔵書規模（他自治体との比較） 2023年版に更新・差替予定

2-（2）. 図書館機能「知の集積」



② 蔵書計画
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蔵書構成のイメージ

図書

逐次刊行物
（新聞、雑誌）

和書
古文書

地域（郷土）資料
市政資料

障がい者向け資料
アクセシブルブック

視聴覚資料

一般図書
※ティーンズを含む

参考図書

児童図書

電子書籍

新しい本
新しい
メディア

その他

• 蔵書構成比については、市民ニーズや社会情勢、小松らしさを勘案し、今後電子図書やアクセシブルブックが普及して
いくことを想定した割合とします。

2-（2）. 図書館機能「知の集積」

災害
アーカイブ

博物館資料



② 蔵書計画
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蔵書規模

蔵書規模

• 未来型図書館の蔵書規模に関する考え方は、人口・面積が同規模の類似都市との比較を基に設定しています。現在、小
松市内の図書館総蔵書数は約28万冊であり、これは人口一人当たり2.6冊に相当します。しかし、同規模の他都市にお
ける蔵書数の平均は人口一人当たり約4 .0 冊であり、この点で小松市の蔵書数は相対的に少ない状況にあります。

• 蔵書規模に関しては、「人の営みや情報の核となる拠点（こまつベース）」というコンセプトの実現を目指し、図書館の中
枢機能としての役割を強化します。類似都市の人口一人当たり蔵書数の平均に基づき、小松市全体の蔵書数を約42 万
冊と設定し、そのうち未来型図書館には約35 万冊の蔵書を収蔵可能とする計画です。この蔵書規模は開館時の冊数で
はなく、未来型図書館において収蔵可能な冊数を指します。蔵書の拡充については、石川県立図書館などとの相互賃借
や、市民や企業からの寄贈により市民ニーズに対応していきます。

• 紙の蔵書は増え続ける一方で、書架スペースにはいずれ限界が訪れます。また、図書館機能の多様化による書架以外の
スペースの増加や、蔵書拡充や蔵書新鮮度を保つためのコストの問題など、多岐にわたる課題があります。未来型図書
館では、紙の媒体に加えてデジタル情報も重要な資料と考え、蔵書に含むものとして位置づけます。蔵書規模のあり方
については、こうした社会の動きにも柔軟に対応していきます。「約35万冊の蔵書」は、こうした考え方をふまえての設
定となります。

蔵書新鮮度

基本的な考え方

• 蔵書新鮮度は、図書館の蔵書がどれだけ新しい資料で構成されているかを測る指標です。その年に新たに収蔵された図
書冊数を、年末時点での蔵書総数で割った割合で示されます。図書は、時間の経過とともに利用が減少する傾向があり
ます。また、社会の変化などにより、内容が古くなるような図書もあり、常に新しい資料を取り入れることが重要です。

• 令和4年度の小松市立図書館の蔵書新鮮度は3.1%（令和5年度運営の概要／小松市立図書館）です。利用者に最新か
つ有用な情報を提供し続けるために、蔵書新鮮度を維持していけるよう、計画的に予算を確保することが求められます。

2-（2）. 図書館機能「知の集積」

他事例の蔵書新鮮度データ調査中



② 蔵書計画
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基本的な考え方

• 利用者が書架から資料を直接取り出すことができる書庫を「開架書庫」、通常は利用者が立ち入ることのできない書庫
を「閉架書庫」といいます。現在の小松市立図書館の開架図書の割合は64％です。すべての図書館の資料は、できるだ
け利用者が触れることができる状態にあることが望ましいとの考えに基づき、開架図書の割合は７０％を目指します。

• 通常立ち入ることができない閉架書庫の一部を、利用者が手にとれる公開書庫として設定するなど、工夫を図ります。
なお、公開書庫は、司書やAI 選書による参照サービスの強化を図り、利用者の情報検索や特定分野の専門家や研究者
への資料分類・活用の手助けとなるよう開架書庫と併設し、透視性（スケルトン）のある閉架書庫とします。

• 上記のような工夫により、開架書庫と閉架書庫がつながり、「思いがけない本との出会い」をさらに広く提供します。こ
れにより、利用者が図書館の資料にできるだけ多く触れる機会を増やすという目標を実現します。

開架図書と閉架図書の構成のイメージ

透視性（スケルトン）のある閉架書庫の事例

出典：オーテピア高知図書館 | 館内案内 | 塩見文庫案内
https://otepia.kochi.jp/library/shiomi.html?id=shiomi01

（最終閲覧日：2024年9月1日）

オーテピア高知図書館 | 塩見文庫みんなの森 ぎふメディアコスモス| 本の蔵

2-（2）. 図書館機能「知の集積」

https://otepia.kochi.jp/library/shiomi.html?id=shiomi01


② 蔵書計画
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未来型図書館における蔵書計画

項目 内容

蔵書数 350,000冊

開架図書 | 閉架図書の割合
245,000冊 【70%】 105,000冊 【30%】

※開架図書のうち、約20万冊は通常の開架、約4万5千冊は公開書庫とする

一般書＋その他（児童書以外の蔵
書） | 児童書の割合

260,918冊 【74.5%】 or 260,918冊 【67.2%】
89,082冊 【25.5%】※現在の割合

or 114,800冊 【32.8%】
※蔵書数の割合（25.5%）と貸出冊数（40%）の割合の中間

※貸出冊数の割合の高さや、リビングラボにおける市民の声をふまえて、児童書の割合を高めていく

基本的な考え方

• 現在の蔵書数と貸出冊数の割合を、全国の市区立図書館と比較すると、小松市立図書館において児童書へのニーズは
特に高いといえます。また、リビングラボにおいても「子ども」のための機能や場所に対する期待の高さが伺えます。こ
れらをふまえて、下の表の通り、 児童書の冊数を114,800冊、割合を32.8%（蔵書数と貸出冊数の中間）と想定します。

全国の市区立図書館蔵書数
「公共図書館集計（2023年）」よ

り

全国の市区立図書館貸出冊数
「公共図書館集計（2023年）」よ

り

小松市立図書館現在の蔵書数
「令和5年度運営の概要」より

小松市立図書館現在貸出冊数
「令和5年度運営の概要」より 未来型図書館の想定

児童書の冊数 - - 51,503冊 88,844冊
※R4年度以外も要確認

89,082冊 or 114,800冊

蔵書に占める
児童書の割合

28.2% 31.1% 25.5% 40％
25.5%※現在の割合 or

32.8%
※蔵書数と貸出冊数の中間

児童書の割合

• これまでの整理をまとめた未来型図書館における蔵書計画を示します。

2-（2）. 図書館機能「知の集積」

他事例の開架書架／閉架書架の割合データ調査中



② 蔵書計画
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資料収集・選定方針

小松市立図書館資料収集方針（平成22年10月1日改正） 小松市立図書館資料選定基準（平成22年10月1日改正）

出典：小松市立図書館 | 令和5年度 運営の概要より抜粋 出典：小松市立図書館 | 令和5年度 運営の概要より抜粋

基本計画をふまえ、小松市立図書館資料収集方針・資料選定基準を更新していく

2-（2）. 図書館機能「知の集積」

図書館だけでなく、博物館や学校図書館等と
連携しながら収集・選書するしくみをづくり

蔵書が市民にとって適切なセレクションかどうかの
評価軸の設定



② 蔵書計画
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資料収集・選定方針

基本的な考え方

• 未来型図書館は、図書館法に基づき、「知る自由」を社会的に保障する機関として、子どもから高齢者まですべての市民
に資料や情報を提供し、特に「小松の未来」である子どもの心や感性、想像力を育む資料・情報環境の整備に努めます。

• 未来型図書館における資料の種類は、「知の集積」として、図書のほか、逐次刊行物、地図、パンフレット、マイクロ資料、
視聴覚資料、電子資料（インターネット情報源を含む）、モノ資料などを想定します。

• 「読む」「知る」を拡張する「新しい本・新しいメディア」についても積極的に捉えていき、「知×地域の歴史文化の生態系」
を支える多様な資料・情報環境を構成します。

資料収集・選定における6 つの重点ポイント

a. 市民の日常を支える資料：テーマ配架や多様なメディアを活かし、レファレンスなど時代や市民ニーズ（今は意識されて
いない潜在ニーズを含む）の変化に柔軟に対応した資料を収集します。

b. デジタル資料の積極的な活用：生涯学習に加え、子どもの調べ学習や自由研究など学校連携も見据えた電子書籍・デジ
タルアーカイブなどのデジタル資料を積極的に活用し、情報技術の進展に伴うメディアの拡張にも対応します。

c. アクセシブルな資料の収集：視覚・聴覚障がい者やディスレクシア（読字障がい）など、誰もが利用できる「見る本」「聞く
本」「触る本」などのアクセシブルな資料を積極的に収集し、インクルーシブな資料・情報環境を実現します。

d. 地域資料の共創と発信：地域（郷土）資料の収集に加え、市民と共に地域の情報を収集・記録・編集し、発信していきます。
現図書館に設置されている森山啓記念室などについては、地域の歴史文化の集積・編集の機能として配置し、融合機能
として図書館と博物館をつなぐ役割を担っていきます。

e. 市政情報の積極的な発信：市政や社会情勢（時事）など、市民に発信すべき内容についても、テーマを複数設け、広報こ
まつや行政情報等と一体的な構成とするなどにより、市民に確実に届く工夫を行います。

f. こまつ災害アーカイブの導入：頻発化する災害に備え、新たに「こまつ災害アーカイブ（仮称）」を導入し、地域防止に役立
つ資料の記録・収集、そして共有と活用の支援を行います。

2-（2）. 図書館機能「知の集積」



③ テーマ配架について
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未来型図書館のテーマ配架の考え方

基本的な考え方

• 配架は、未来型図書館の核となる図書館機能を構成する上で重要であり、日々の暮らしに近いテーマや地域に根差し
たテーマなど、楽しみながら本を探したり、新たな本との偶発的な出会いが生まれるように、日常の言葉を用いたテー
マやカテゴリーを加えた「テーマ配架」を導入します。

• 「テーマ配架」の導入によって、市民を含む共創によって進化し続ける書架づくりを実践し、管理運営においては、
NDC と「テーマ配架」を組み合わせた持続的なしくみを整備します。

テーマ配架で目指すこと

• 市民の日常として、資料が見つけやすくなることで、新たな目的や次の資料を探す行為をより活発にします。

• 偶然的な出会いを含む楽しい行為としてのブラウジング（気の向くままに書架をながめたり，目的を持たずに本を手
に取る）が、生まれやすい環境を整えます。

2-（2）. 図書館機能「知の集積」
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Г˔Ы ᴯ

Г˔Ы ᴯ

テーマ配架導入のパターン

テーマ配架 テーマ配架 NDC配架 NDC配架
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テーマ配架の構成イメージ

「知の集積」を構造化する大テーマ

• 未来型図書館は、新しい発見や想像力を沸き立たせるテーマ性のある構成を行い、市民と共に創る小松ならではの特
色ある「テーマ配架」とします。この配架テーマの導入によって、図書館機能「知の集積」が、未来型図書館の基盤機能
となります。

• 「テーマ配架」の大テーマであるライブラリーテーマは、基本的に長い時間を想定した（10 年程度）普遍的な本棚構成
としますが、一部に市政や社会情勢を意識した「特集テーマ」を複数設け、変化を生み出していきます。

市民の行動・活動のきっかけをつくる中・小テーマ

• 行動・活動のきっかけを生み出す中テーマ、小テーマを、リビングラボの成果を基に、市民の日常とつながる言葉に
よって設定し、大テーマとともに構成します。

• 中・小テーマの構成は、社会や地域の変化をふまえて編集・更新できるようにすることで、変化を生み出していきます。

• テーマ構成の例（こまつリビングラボ令和6年度第1回開催報告「ライブラリーテーマ構成（案）」より）

ライブラリーテーマ こまつを知る

中テーマ まちのなりたち

小テーマ
伝統文化の継承

ライブラリーテーマ わだちをたどる

中テーマ 記憶を記録

小テーマ
まちの長老の知恵

ライブラリーテーマ つながりなおす

中テーマ
地域とつながる・地域をつなぐ

小テーマ
まちづくりの進め方

ライブラリーテーマ ライブラリーテーマ ライブラリーテーマ

テーマ配架による
「知の集積」のネットワーク化・構造化

2-（2）. 図書館機能「知の集積」20241025更新
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テーマ「こまつのものがたり×こまつのものづくり」（仮）による図書館機能と博物館機能の融合

• 未来型図書館では、図書館と博物館を一体的に整備します。一体化の具体的な取り組みとして、「こまつのものがたり
×こまつのものづくり」（仮）というテーマを中心に捉え、図書館のテーマ配架と博物館のテーマ展示（ミニ展示）を一
体化させた、融合スペースを整備します。

• 「図書館と博物館の融合」は、歴史学や民俗学を背景にした「ものがたり」と「ものづくり」を未来型図書館の土台とし、
小松市に新たな価値をもたらすための取り組みです。過去の歴史や文化を深く理解することで、市民は自らのルーツ
を再確認し、地域への愛着と誇り（シビックプライド）を育むことができます。これらの学びは、未来を見据えた創造的
な活動の土台となり、市民一人ひとりが、「未来」を共創していく力を育みます。

• テーマ配架の導入によって、書架は自由に動き、柔軟に配置されます。融合スペースだけでなく、博物館の展示室や市
民ギャラリーにも、展示やイベントと連携して配架され、図書館と博物館の融合を促進します。

テーマ配架×テーマ展示による機能融合

2-（2）. 図書館機能「知の集積」20241025更新

ものがたりを通しての「生きられた歴史／生きられる未来」の共有

• より広く共有し、伝えていくために「ものがたり（ナラティブ）」を活用します。

• フィールドワーク、記録、編集、展示といったプロセスを通じて、市民自身がもの
がたりの創作者となり、ものがたりを共有することで、地域への愛着と未来への
ビジョンが育まれます。このような取り組みを通じて、未来型図書館は、過去か
ら未来へとつながる「こまつのものがたり」を生み出す場所になります。

ものづくりの継承と発展

• テーマ配架×テーマ展示を通じて、市民が過去から現在までの、小松のものづく
り技術やものづくり文化を学び、新たな創造へとつなげる場を提供します。

• 伝統と現代を「リミックス」する取り組みを推進し、市民が新しい視点でものづく
りに触れる機会を創出します。

テーマによる
図書館と博物館の融合

2つのテーマ

物語を紡ぎ共有する
＜市民共創＞

こまつのものがたり
こまつのものづくり

図書館 博物館

地域の文化の継承と発展
市民が未来を共に創造する場へ
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テーマ配架の参考事例

須賀川市民交流センターtette （福島県須賀川市）

• 全体をテーマ配架で配置

出典：須賀川市民交流センター tette | 図書館 | フロアマップ
https://s-tette.jp/library/005293.html （最終閲覧日：2024年8月29日）

2-（2）. 図書館機能「知の集積」

https://s-tette.jp/library/005293.html
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須賀川市民交流センターtette （福島県須賀川市）

• 全体をテーマ配架で配置（開架スペース全体）

③ テーマ配架について

テーマ配架の参考事例

2-（2）. 図書館機能「知の集積」
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瑞穂町図書館（東京都瑞穂町）

• 全体をテーマ配架で配置

出典：瑞穂町図書館 | 施設案内（パンフレット）

③ テーマ配架について

テーマ配架の参考事例

2-（2）. 図書館機能「知の集積」
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瑞穂町図書館（東京都瑞穂町）

• 全体をテーマ配架で配置

③ テーマ配架について

テーマ配架の参考事例

2-（2）. 図書館機能「知の集積」
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小千谷市ひと・まち・文化共創拠点ホントカ。（新潟県小千谷市）

• テーマ配架とNDCによる配架を分けて配置

③ テーマ配架について

テーマ配架の参考事例

2-（2）. 図書館機能「知の集積」
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小千谷市ひと・まち・文化共創拠点ホントカ。（新潟県小千谷市）

• テーマ配架とNDCによる配架を分けて配置

③ テーマ配架について

テーマ配架の参考事例

2-（2）. 図書館機能「知の集積」
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小千谷市ひと・まち・文化共創拠点ホントカ。（新潟県小千谷市）

• テーマ配架とNDCによる配架を分けて配置

③ テーマ配架について

テーマ配架の参考事例

2-（2）. 図書館機能「知の集積」
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機能・サービスの構成

基本的な
機能・サービス

特徴的な
機能・サービス

民間に期待する
機能・サービス

資料・情報の収集・提供

資料・情報の活用支援（レファレンス・レフェラル）

学び・活動の支援

地域情報資源を活用した機能

ネットワーク・連携機能

図書館システムの再構成

資料・情報の創造・発信支援

博物館との連携機能

デジタル技術を活用した機能

アウトリーチ機能

学び、創造、交流を支援、拡張する機能

子育て・子育ちを支援、拡張する機能

カフェに関わる機能

小松市らしい地域性の高い機能

共に創る

共に創る

共に創る

共に創る

共に創る

2-（2）. 図書館機能「知の集積」

共に創る

共に創る

共に創る

20241025更新
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資料・情報の収集・提供

資料・情報の活用支援（レファレンス機能を含む）

基本的な考え方

• 資料・情報の収集・提供においては、市民の「知る」権利を支え、「知る」という行動の出発点となることを大切にします。
「小松市立図書館資料収集方針」に基づき（要更新）、基本資料の充実を図るとともに、これまでカバーできていなかった
ジャンル（アクセシブルブックや電子書籍など）をカバーし、情報技術の進展にともないメディアの多様性を拡大します。
これにより、初めての利用者でも、従来から利用している方でも、簡単にアクセスできる形で資料を提供します。

利活用のイメージ

• 基本となる図書資料の拡充によって、市民一人当たりの蔵書数を増やし、利用の機会も増加します。
• 既存の点字図書に加えて、大活字本、DAISY（デジタル録音図書の国際標準規格）図書などのアクセシブルブック、電子
書籍を導入し、これまで利用できなかった人びとを含め、誰もが読書をできる小松市になります。

基本的な考え方

• 資料・情報の活用支援（レファレンス・レフェラル機能を含む）は、市民が図書などの資料を単に読むだけでなく、日常生
活の中で積極的に役立てることを目的としています。そのため、児童、ティーンズ、子育て世代、シニア、障がい者など、
さまざまな対象に寄り添い、コミュニケーションを重視した支援を行います。さらに、テーマ配架を活用した環境と組み
合わせて、資料が市民の行動や活動に活かされるサービスを提供します。

利活用のイメージ

• レファレンス・レフェラル機能の充実により、司書や学芸員が提供する情報検索のサポートを通じて、深い学びや発見を
体験できます。また、地域内のリソースにもアクセスできるようになり、市民の多様なニーズに応じた情報が得られます。

• 国立国会図書館デジタルコレクション（図書館向け／個人向け）など外部サービスの活用支援により、これまでアクセス
できなかった情報にアクセスできるようになります。

知の集積
地域の歴史文化
の集積・編集

知の集積
地域の歴史文化
の集積・編集

「個」の活動

2-（2）. 図書館機能「知の集積」20241025更新
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学び・活動の支援

地域情報資源を活用した機能

基本的な考え方

• 学び・活動の支援は、市民の日常における学びや活動を支えることを目的としています。そのため、図書館の資料や情
報を効果的に活用できるように配置されたテーマライブラリーや、多様なプログラムを通じて、学びや活動のきっか
けとなる多様な出会いの機会を提供します。これにより、すべての人の行動や活動を幅広く支援します。

利活用のイメージ

• 地元の歴史や文化、産業に関するワークショップや講座に参加し、小松の伝統や技術を学びながら、地域社会への理
解を深めることができます。

• 図書館が提供する最新のデジタル技術や交流スペースを活用して、市民同士がアイデアを共有し、地域の課題解決に
向けた創造的な活動を展開する場となります。

基本的な考え方

• 地域情報資源（現図書館の「森山啓記念室」や絵本館の「松居直コレクション」などの資料を含む）を活用した機能の導
入は、小松市の魅力を発見し再発見することで、市民が小松市の過去を学び、未来を創造するための資料と環境を整
備することを目的とします。そのため、小松市の行政、歴史、自然、地理、風土、生活、文化に関連する資料を、図書や
雑誌、視聴覚資料だけでなく、パンフレット、ポスター、zine、写真、映像、音声、人など多様な形態で幅広く収集します。
そして、図書館と博物館の機能をシームレスに連携させ、 「地域の歴史文化の集積・編集」機能を強化します。結果とし
て、市民が共創を通じて小松市の魅力を世界に向けて発信できるようになります。

利活用のイメージ

• 「松居直コレクション」や絵本に関する地域情報資源やネットワークを活用し、多様な展示やイベントを開催します。小松
の文化の力を再発見するとともに、絵本のまち・小松市として世界に向けて情報発信を行います。

知の集積 「個」の活動 活動支援地域の歴史文化
の集積・編集

活動支援知の集積 「個」の活動 地域の歴史文化
の集積・編集

知・文化の共有

⑤ 基本的な機能・サービス 2-（2）. 図書館機能「知の集積」20241025更新
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基本的な考え方

• ネットワーク機能（学校図書館支援、他施設連携を含む）の導入は、学校や周辺施設との連携を通じて、地域学習の実
践ネットワークを構築することを目的とします。そのため、こまつ市民読書活動推進計画2020（小松市・小松市教育
委員会※今年度改定予定）に基づく読書活動支援に加え、地域全体で世代を超えたメディア情報リテラシーを学ぶ機
会を提供します。結果として、誰もが、いつでも、どこからでも、何度でも学ぶことができる環境の基盤を整えます。

ü メディア情報リテラシーとは：さまざまな情報やメディアからの内容を、批判的で正しく、そして効果的に扱う力のことです。この力には、情報を探して見つけ
る、理解する、価値を判断する、活用する、自分で作る、そして共有することが含まれます。

利活用のイメージ

• 学校や周辺施設と連携したネットワーク機能により、市民が地域全体の学びの場を自由に行き来し、共有された情報
や資料を活用して多様な学びを体験できます。子どもから高齢者まで、幅広い世代が参加できるメディア情報リテラ
シー講座やワークショップが提供され、市民の情報活用能力が強化されます。

基本的な考え方

• 図書館システムの再構成は、「誰一人取り残されない、人に優しいデジタル化を」というデジタル庁のビジョンを未来
型図書館でも実現し、未来型図書館が地域の情報環境をリードする役割を担っていくことを目的とします。そのため、
小松市のスマートシティや地域デジタル化施策と連携し、既存のシステムの考え方を大幅に見直し、カスタマイズや更
新が可能な持続可能なシステムの整備・運営方法を検討します。これにより、児童、ティーンズ、子育て世代、シニア、
障がい者など、すべての人が日常的に利用しやすく、フレンドリーなシステムが整備されます。

利活用のイメージ

• 小松市のスマートシティ施策と連携した図書館システムにより、図書館を地域の情報ハブとして活用できる機会が増
え、地域住民が最新のデジタル情報やサービスに接続しやすくなります。

• 更新やカスタマイズが可能な柔軟なシステムにより、システムが継続的に改善され変化やニーズに対応し続けます。

ネットワーク・連携機能

図書館システムの再構成 活動支援知の集積 「個」の活動
地域の歴史文化
の集積・編集 施設・地域連携

活動支援知の集積 体験の共有・交流
地域の歴史文化
の集積・編集 施設・地域連携

⑤ 基本的な機能・サービス 2-（2）. 図書館機能「知の集積」20241025更新



⑥ 特徴的な機能・サービス
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資料・情報の創造・発信支援

基本的な考え方

• 資料・情報の創造・発信支援の導入は、資料を借りて読む、情報を受け取るといった一方向の機能・サービスにとどまら
ず、市民が自ら資料や情報を創造し、発信できるよう支援することを目的とします。そのため、調査、取材、執筆、編集、
発信に関するプログラムを提供し、共同で創作できるスペースや機材を整備します。結果として、すべての市民が創作者
や発信者となり、地域のネットワークや最新の情報技術を活用して、小松市の情報を世界へ発信できるようになります。

利活用のイメージ

• 調査や取材、執筆、編集のスキルを学ぶプログラムと、読むだけではない活動を支えるツールを活用し、市民が自分の
アイデアや視点を情報として発信する力を身につけることができます。

• 情報創造の活動を通じて、市民同士がつながり、共通の興味や目標を持つ新しいコミュニティが形成され、地域のネット
ワークが強化されます。

基本的な考え方

• 博物館との連携機能の導入は、「すべての人々に開かれた、学びと楽しみ、そして未来を創造するための機会」を提供す
ることを目的とします。そのため、展示や学習プログラムの共同実施、資料のデジタル化とアーカイブの共有、レファレン
ス・レフェラル機能の統合、さらには学校や公立小松大学との連携など多様なプログラムを企画・実施します。これにより、
地域社会における学習と文化の発展が促進され、市民はより豊かな学びと体験を得ることができるようになります。

利活用のイメージ

• 図書館と博物館の連携、学校や公立小松大学との緊密な連携によって、学校では学ぶことができない「学び×遊び」の
プログラムを実践し、市民が地域の専門家や教育機関とつながりながら、より深い学びを体験できるようになります。

• レファレンス・レフェラル機能が統合されることで、図書館と博物館双方の情報資源を活用し、より充実した調査や情報
検索のサポートを受けられるようになります。

博物館との連携機能 活動支援「個」の活動
地域の歴史文化
の集積・編集 体験の共有・交流施設・地域連携

共に創る知の集積
地域の歴史文化
の集積・編集

発信・表現創造

2-（2）. 図書館機能「知の集積」20241025更新

※図書館と博物館の連携については、「1-●.連携・融合における基本的な考え方」（p●）を参照



32

デジタル技術を活用した機能

アウトリーチ機能

基本的な考え方

• デジタル技術を活用した機能の導入は、オンラインプラットフォームや生成AI をはじめとする新しい技術を、市民が身
近に感じられる体験を提供することを目的とします。そのため、デジタル技術を楽しみながら学べる機会を提供し、デ
ジタル（情報空間）とアナログ（実空間）の体験を一体的にデザインし、整備します。これにより、多様で新しい形の社会
参加を実現するとともに、未来型図書館がデジタル技術においても地域社会をリードし、市民の社会参加を支える役
割を果たします。

利活用のイメージ

• 国立国会図書館デジタルコレクションをはじめとするオンライン情報資源に、市民がいつでもどこでも簡単にアクセス
できるよう、図書館での支援プログラムや環境が整備されます。

• リビングラボとの連携により、デジタル技術を活用したコミュニティ活動やオンラインフォーラムを実施します。市民が
多様なテーマで議論し、アイデアを共有しながら、地域の未来を共に創り上げることができます。

基本的な考え方

• アウトリーチ機能の導入は、さまざまな理由で図書館を訪れることができない方々にも、未来型図書館の機能・サー
ビスを提供することを目的とします。市民や地域との連携による出張図書館や「まちじゅう図書館」の企画・運営を進
め、これにより、未来型図書館は地域社会全体に学びや文化活動の機会を提供し、多様なニーズに応えるサービスを
展開します。

活動支援知の集積 体験の共有・交流施設・地域連携

施設・地域連携 体験の共有・交流 発信・表現創造 共に創る

⑥ 特徴的な機能・サービス 2-（2）. 図書館機能「知の集積」

※デジタル技術については、「1-●.連携・融合における基本的な考え方」（p●）を参照

20241025更新



⑦ 民間に期待する機能・サービス
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学び、創造、交流を支援、拡張する機能

子育て・子育ちを支援、拡張する機能

基本的な考え方

• 子育て・子育ちを支援・拡張する機能の導入は、子どもと家族が安心して未来型図書館で過ごせる環境を提供するこ
とを目的とします。そのため、子どもと家族向けや親子で楽しむプログラムや、子どもの一次預かりサービスなどの機
能を導入します。これにより、「未来型図書館」は地域の子育て支援をさらに豊かにし、家族が安心してくつろぎなが
ら学び、他の家族と自然に交流できる新たな場となります。

利活用のイメージ

• 安心・安全な居場所を整備することで、家族全員がリラックスして過ごせる空間が提供され、子どもから大人まで、安
心して図書館を訪れることができます。子どもだけでなく、親や家族も安心して図書館の利用や学び、コミュニケー
ション、くつろぎに集中できる環境が整います。

基本的な考え方

• 学び、創造、交流を支援・拡張する機能の導入は、民間の力を活かして、多様な「機能×場のデザイン」を提供できる環
境を実現します。そのため、市民の新しい働き方を生み出す場や、ものづくりを体験したり、まちづくりに参加できる
場などの環境を導入します。これにより、「未来型図書館」は市民にとって魅力的な学びと創造、交流の場となり、共創
を促進し、地域全体でのまちづくりに寄与することが可能となります。

利活用のイメージ

• コラーニングスペース（ともに学び合う、共同学習の場）で、異なる年齢層や専門分野の市民が集まり、共同で学び合
う場を提供し、新たな知識の共有やスキルの向上を促進します。

• メイカースペース（さまざまな工作機器を利用し、学びながら、ものづくりを体験できる場）にて、デジタル機器やアナ
ログツールを使用して、市民がものづくりの楽しさを体験し、自分のアイデアを形にできる創造的な場を提供します。

子育て支援体験の共有・交流施設・地域連携

活動支援体験の共有・交流 発信・表現創造

くつろぐ・居場所

共に創る

共に創る

2-（2）. 図書館機能「知の集積」20241025更新
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「食として、場として、文化として」のカフェに関わる機能

小松市らしい地域性の高い機能

基本的な考え方

• 小松市らしい地域性の高い機能の導入は、小松の歴史、文化、産業を基盤に、市民が地域の魅力を再発見し、共有す
ることを目的とします。そのため、小松の独自の文化や技術を活かしたプロジェクトを展開し、市民の学びや交流の機
会を創出します。これにより、市民における小松市民としてのアイデンティティが強化され、地域の連帯感が高まり、
持続可能なまちづくりにつながります。

利活用のイメージ
• 市民が未来型図書館を通じて、小松の歴史、文化、産業に関する情報や資料を学び、交流する場として活用します。館
内では、小松の独自の文化や技術をテーマにしたワークショップ、講演会、展示会などを開催し、市民が地域の魅力を
再発見し共有する機会を提供します。

• 市民が主体となって企画・運営するプロジェクトを支援し、学びや交流を通じたコミュニティ形成を促進します。これに
より、市民の小松市民としてのアイデンティティが強化され、地域の連帯感が高まります。

基本的な考え方

• 「食として、場として、文化として」のカフェに関わる機能の導入は、家でも職場でも学校でもない、それぞれがくつろげ
る「居場所」を提供することを目的とします。そのため、地産地消を活かしたり、多彩な交流イベントを提供したり、環境を
学ぶ飲食プラスアルファのカフェや、手話が共通言語とするインクルーシブなカフェなど、未来型図書館ならではの、気
楽に行けて、予期せぬ何かに出会え、あたたかみのある場を創造します。これにより、「未来型図書館」は、訪問者に「くつ
ろぎ」と「居場所」を提供するだけでなく、地域の食文化を発信し、食と健康に関する学びの場としても機能します。

利活用のイメージ

• 地産地消のヘルシーカフェで、小松の新鮮な食材を使った料理を楽しみ、地域の食文化に触れることができます。
• コミュニティカフェやインクルーシブな「サイニングストア」（手話が共通言語のカフェ）を通じて、異なるバックグラウンド
を持つ市民が自然に交流できる場が提供されます。

活動支援地域の歴史文化
の集積・編集 体験の共有・交流施設・地域連携

体験の共有・交流知・文化の共有くつろぐ・居場所

共に創る

⑦ 民間に期待する機能・サービス 2-（2）. 図書館機能「知の集積」20241025更新



⑧ 図書館機能の規模・スペースの考え方
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図書館の規模について

書架、閲覧スペース

博物館との融合スペース

• 近年開館した図書館事例をもとにし、図書館機能面積は約4 ,400 ㎡とします。各諸室・スペースについては「3. 複合
施設の建築計画」に内訳を表記しています。

• 来館者数の増加を見据え施設全体の中で閲覧席の充実を図り、約360 席（1人～複数人掛け）を想定します。

• 開架書架は、高さや配置を工夫し、施設全体が開放的な空間となるよう配慮し、ベビーカーや車椅子など不自由なく
移動できるユニバーサルデザインやバリアフリーに戻づいた施設整備とします。

• 閲覧スペースは、ソファなどくつろげる席を書架と一体的に配置し、利用者が長時間滞在したくなる空間を目指します。

• 天気の良い日には、縁側や屋外などに落ちついたテラス席を設け、ワゴンや移動書架などイベント等に応じて企画し
やすい空間を創出します。

• レファレンス・レフェラル機能に加えて、図書館と博物館の展示や資料を一体化した空間を設け、来館者が自然な流れ
で両機能のコンテンツを楽しめるようにします。

• 図書館のテーマ配架と博物館の資料や展示物をテーマに沿って組み合わせたエリアを作り、来館者が同じテーマで多
角的に学びや発見を得られる環境を整えます。

共用スペース

• エントランスホールや市民ギャラリー、交流スペースなどにも、本と連携した企画や、テーマ配架の一部など、施設全体
が一体感を感じるレイアウト配置や空間を演出します。書架は融合をつなぐインターフェイスとして分散配置します。

• エントランスホールは、未来型図書館の情報の入口として、施設の基本情報に誰もがアクセスできる場所となります。

2-（2）. 図書館機能「知の集積」



2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」



① 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」の基本的な考え方 2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」

未来型図書館のビジョン・コンセプトとのつながり
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ビジョン”こまつを編む。こまつを巡らす。”と博物館機能

• ビジョンは、未来型図書館ができることでまちや暮らしで実現させたいあ
り方です。博物館機能においても、まちの「情報」・「つながり」・「とき」の3
つの要素を具体化し、「編む。巡らす。」というビジョンの実現を支えます。

3つのコンセプトと博物館機能

• コンセプトは、ビジョンの実現に向けて施設が担っていくことです。本計
画で示す機能も、コンセプトと紐づけて、具体的に検討したものです。

• 3 つのコンセプトは、互いに重なり、補い合いながら役割を発揮します。
博物館機能もこうした関係の相互性を重視しながら具体化していきます。

出典：小松市 | 小松市未来型図書館基本構想

小松版「文化をつなぐミュージアム」（Museum as Cultural Hub ※ICOM京都会議で提唱）を目指して

博物館法改正〈令和4年（2022年）〉以降の「これからの博物館」

出典：文化庁 | 博物館法制度の今後の在り方について（答申）

Å博物館法を制定していから約70年が
経過し、博物館を取り巻く状況は大き
く変化しています。

Å博物館に求められる役割が多様化す
る中、設置主体の多様化と、適正な運
営を確保するため、博物館法の目的
や博物館の事業内容の見直しが行わ
れました。



① 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」の基本的な考え方
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博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」の基本的な考え方 1

未来型図書館を含む小松市の博物館・美術館の再構成

a. 3 つの基本的機能と4 つの中間的機能

• 未来型図書館では、これまでの博物館が持つ「収集・保管」「展示・教育」「調査・研究」という3 つの基本的機能を強化し
ます。歴史資料（約1万点）と民俗資料（約6千点）を中心に、質の高い収集・保管を行い、適切な展示・教育活動を展開
します。

• 新たに「発信・表現」という機能を加え、主に市民ギャラリーを活用して市民の文化活動や創作活動の発表を支援しま
す。これにより、市民が主体的に参加できる博物館機能を構築します。

• さらに 「つなげる」「ひろげる」「つたえる」「みつける」という4 つの中間的機能を付加し、硬いイメージの博物館から、
市民に開けた、親しみを感じる博物館へと生まれ変わります。

b. こまつミュージアムのネットワークのハブとしての役割

• 未来型図書館は、小松市内の博物館・美術館（埋蔵文化財センター、宮本三郎美術館、本陣記念美術館、錦窯展示館な
ど）との連携を強化し、ネットワークのハブとして機能します。各施設が持つ特性やコレクションを活かし、共同で展示
やイベントを企画・開催します。

• 異なる施設間での展示資料の再編や共有を推進し、市民や観光客にとって訪れるたびに新しい発見がある「つながり
のある文化体験」を提供します。これにより、小松市全体の文化資源を効果的に活用し、地域の魅力を高めます。

c. 共に集め、共に調べ、共に創り、共に発信する共創型博物館

• 未来型図書館は、市民、学芸員、研究者、クリエイター（プロアマ問わず）が共に活動できる「共創型博物館」を目指しま
す。市民ギャラリーや展示室を活用し、市民参加型の展示企画、ワークショップ、リサーチプロジェクトを推進します。

• 市民自身が歴史や文化の調査・研究に参加し、その成果を共有・発信することで、地域への愛着と誇り（シビックプライ
ド）を育みます。さらに、市民のアイデアや経験を取り入れることで、小松市の魅力を国内外へ広く発信し、持続可能な
まちづくりにつなげます。

2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」
20241025更新



① 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」の基本的な考え方
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博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」の基本的な考え方 2

テーマ「こまつのものがたり×こまつのものづくり」（仮）による博物館機能の拡張

歴史学×民俗学の新たな可能性

• 地域の歴史や生活文化を深く掘り下げる人文学研究を重要な柱とします。歴史学と民俗学の視点から、地域に根付く
伝統や風習、社会の変遷を紐解くことで、地域のアイデンティティと価値を再発見し、市民と共有していきます。この
取り組みは、学問的な意義だけでなく、地域の魅力を内外に発信し、次世代に伝えるためにも欠かせないものです。

• 民俗資料と歴史資料を融合させた新しい視点から、小松市の「物語」を紡ぎ出します。このアプローチは、地域の文化
的背景を多面的に捉え、訪れる人々に地域との深いつながりを感じてもらうことを目指します。

物語（ナラティブ）の導入による地域に、人に開けた博物館「ナラティブ・ミュージアム」へ

• 「物語（ナラティブ）」の手法を取り入れ、地域の歴史や文化をわかりやすく、親しみやすく紹介します。市民一人ひとり
の体験や記憶を集め、地域全体の物語として紡ぐことで、博物館を「人と地域がつながる場」にします。この手法によ
り、訪れる人々は自分自身を地域の物語の一部として感じ、博物館をより身近で参加型の空間とすることができます。

小松市の博物館としての2 つの物語（ナラティブ）のテーマ

a. 「こまつの石の文化と人」※公立小松大学「小松の石文化研究部門」との連携

• 小松市は、「石の文化」が地域の発展に深く関わってきました。この「石の文化と
人」に焦点を当て、石そのものの魅力から、石工の技術や石材の活用法、石を通
じたまちづくりの歴史を記録・展示します。暮らしと「石の文化」がどのように結
びついてきたのか、物語（ナラティブ）を通じて学べる場を提供します。

b. 「こまつの〈いま・ここ〉の日常と文化」

• 過去と現代の、暮らしや地域に根付いた「日常と文化」をテーマに設定します。地
域の多様な日常を記録・展示します。聞き書きによる物語（ナラティブ）を中心
に置き、多様な資料（モノ、写真、動画等）を通して共感の体験を提供します。
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協議・検討の上更新
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「知の集積」を中核とした「知×地域の歴史文化の生態系」のイメージ

① 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」の基本的な考え方

• すべての市民が「地域の歴史文化の集積・編集」にアクセスできるように、モノや紙の資料だけではなく、デジタル
アーカイブや、物語（ナラティブ）を活用して、共有・公開が広がる環境を整えます。

• 「知の集積」「地域の歴史文化の集積・編集」機能を持つ未来型図書館は、知識や情報の提供者であり、地域の文化的
遺産の保全者であり、そして地域社会との連携を通じて新たな価値を生み出す存在です。

• 未来型図書館は「一方的に知識や情報を提供する場」ではなく、「地域との共創により新たな価値を生む場」となりま
す。

2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」

随時更新

20241025更新
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官民連携による新しい協働・共創による運営体制の構築

② 官民連携による運営について

官民連携による

Å官民がそれぞれの持つノウハウと資源を最大限に活用し、協働型、共創型の運営を実現します。

2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」20241025更新

Â展示・企画
官：地域の文化・歴史など広い視点から展示企画を立案
民：その実施・運営を担当。＋ 民間のノウハウ・経験を活かした展示企画の立案・実施

Â資料の収集・保存
官：行政的、社会的役割を果たすための資料の収集
民：専門知識を活かして資料の保存と管理

Â調査研究
官：政策立案のための基礎調査や社会的な観点からの研究

Â館内案内
民：設内の案内、展示企画の際の案内・開設などサービス面を担当

Â広報
官：施設の存在や活動を社会に広く知らせる役割
民：ターゲットを絞ったマーケティングやプロモーション

¸専門性の活用
官民の得意分野を活かすことで、より専門性が高く、効率的な運営が可能

¸社会性と実用性の両立
官の社会的な役割と、民の実用的な視点が融合することで、社会性と実用性を両立した施設運営が可能

¸リスク分散
一方的に運営負担を持つ形ではなく、官民が連携して役割を分担することで、リスクを分散することが可能

¸コスト削減とサービス向上
民間の効率的なマネジメント手法を取り入れることで、コスト削減とサービスの向上を実現でき

役割分担

役割分担
による効果



③ 機能・サービスの全体構成
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機能・サービスの構成

基本的な
機能・サービス

特徴的な
機能・サービス

民間に期待する
機能・サービス

資料収集・保管

調査・研究

展示

学び・遊び（教育から「学び・遊び」へ）

交流・創造

ネットワーク・連携機能

ミュージアムショップの整備・運営

地域産業との連携

観光・賑わい創出の高い機能

資料・情報の創造・発信支援

図書館との連携機能

デジタルアーカイブの拡充

デジタル技術を活用した機能

アウトリーチ機能

ῲ ʾЫ˔ϾГϰрϽᶨ

2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」

共に創る

共に創る

共に創る

共に創る

共に創る

共に創る

共に創る

共に創る

共に創る

共に創る

20241025更新



④ 基本的な機能・サービス
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資料収集・保管

調査・研究

基本的な考え方

• 歴史資料、民俗資料を中心に、小松市の歴史や文化を象徴する貴重な資料を体系的に収集・保管し、次世代に継承す
るための基盤を構築します（博物館全体の機能としては、これまで通りすべての資料の収集業務を行う）。これにより、
小松市の文化遺産、文化資源を保護し、学術的な価値を高めることを目指します。

利活用のイメージ

• 小松市のすべての博物館・美術館や高架下・旭町収蔵庫、埋文センター等との連携を緊密化のもと、まち全体での収
集・保管体制を整えます。

• 適切な収蔵環境を整備し、貴重な資料の保存状態を維持するために、「文化財公開施設の計画に関する指針（令和7年
8月／文化庁文化財保護部）」に基づき、展示室、収蔵庫等の設備が、適切な展示及び保存環境を確保します。（温度・
湿度調整可能な空調、調光可能な照明、搬出入口、トラックヤードと荷解場、運搬用エレベーターなど）

基本的な考え方

• 収集された資料を基に、小松市の歴史や文化に関する調査・研究活動を推進します。学術機関や研究者、地域住民と
の連携を深め、地域文化の新しい発見や解釈を生み出します。

• 図書館や公立小松大学、学校との連携によって、地域に広げていくとともに、子どもや若者の学習につながるような
調査・検討を進めていきます。

利活用のイメージ

• 図書館との融合スペースで、気軽に資料を手に取りながら、地元の歴史や文化について調べることができます。また、
ワークショップやセミナーに参加することで、専門家や他の市民と一緒に学び、地域についての新しい発見を共有する
場が広がります。

• 市民学芸員や市民研究員のしくみをつくり、学芸員から学び、主体的に活動する、共創型調査・研究の実践を進めます。

知の集積
地域の歴史文化
の集積・編集

活動支援
地域の歴史文化
の集積・編集

知の集積「個」の活動

2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」20241025更新
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基本的な考え方

• テーマ「こまつのものがたり×こまつのものづくり」（仮）を軸に、小松市の歴史や文化を、視覚的だけではなく体験的
にも伝えることを意識した、常設展示や企画展示を行います。展示内容を多様化し、訪れるたびに新しい発見がある
ような魅力的な展示空間を提供します。

• 展覧会の開催については、これまでの「年１回程度の特別展（おもに秋）・年３回程度の企画展」をベースに、日常的に変
化する小さな展覧会、小さな展示を実施し、「飽きない博物館」を目指します。特別展、企画展は2つのテーマを基盤に
置きながら、独自のテーマ、視点に基づくキュレーションによって、企画・実施します。

• 展示資料だけでなく、まちなかに存在する歴史や民俗に関連する場所やモノ、人も展示の一部として捉え、施設内だ
けでなく、まちなかでも「本物」に触れることができる「まちじゅう博物館（仮）」の仕組みづくりを進めます。

• 「視える化、触れる化」を進め、より博物館を身近に感じていただける展示を実施します。

利活用のイメージ

• まちなかの小さな展示に触れることで、博物館の展示を知り、施設での展示にも触れる機会が生まれます。こうした、
日常の中での出会いによって、未来型図書館、博物館を身近に感じることができます。

• 家族や友人と一緒に訪れると、物語（ナラティブ）と、最新のデジタル技術が混じり合った多元的な展示を体験するこ
とができて、小松市の歴史や文化を楽しく学べます。特別展では、毎回新しいテーマが設けられ、訪れるたびに新しい
発見や驚きがあります。

• テーマ展示（ミニ展示）を活用したショートプレゼン、小さなギャラリー、マイ本棚などによって、日常的に触れることが
できる環境が生まれます。特別展や企画展とこうした小さな展示がゆるやかにつながり、博物館の展示がフレンドリー
なものとなります。

展示

④ 基本的な機能・サービス

活動支援
地域の歴史文化
の集積・編集

知・文化の共有知の集積 創造 発信・表現

2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」20241025更新
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基本的な考え方

• 既存の博物館の教育的プログラムにとどまらず、遊びを通じて学べる体験を提供します。子どもから大人まで、世代
を超えた学びと交流を促進し、文化を身近に感じてもらうことを目指します。

利活用のイメージ

• 子どもたちは、遊びながら歴史や文化について学べる楽しいワークショップに参加でき、大人も一緒に体験できるプ
ログラムが充実しています。（例）九谷焼の絵付け体験、昔の遊び体験、石を使ったアクセサリーやオブジェづくり、小松
城VR探検スタンプラリーなど。

• 食や音楽、アート等を入口にすることで、楽しみながら参加することができます。入口が広がることで、その先の深い
体験に触れる可能性も高まります。

学び・遊び（教育から「学び・遊び」へ）

④ 基本的な機能・サービス

交流・創造

基本的な考え方

• 市民同士が交流し、創造的な活動を展開する場を提供します。図書館と博物館の機能を融合し、文化的な共創の場と
して機能することで、新たな価値やアイデアの創出を促進します。

利活用のイメージ

• 地域の研究者やクリエイターと出会い、共に作品を作るワークショップやイベントが開催され、創作の喜びを感じられ
ます。また、自由に集まり、意見を交換できるスペースがあり、地域の新しい仲間やつながりが生まれる場となります。

• アーカイブを土台に、推し活が集結したフェスティバルでみんなが推しを楽しむことができます。

• 手ぶらで来て、博物館の環境（芝生等）や什器備品（クッションやハンモック）を使って、くつろぎながら、展示やイベント
に気ままに参加することができます。

子育て支援
地域の歴史文化
の集積・編集

知の集積 創造 発信・表現

活動支援体験の共有・交流くつろぐ・居場所 創造 発信・表現 共に創る

2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」20241025更新
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ネットワーク・連携機能

デジタルアーカイブの拡充

④ 基本的な機能・サービス

基本的な考え方

• KOMATSU CITY MUSEUMS（小松市の美術館・博物館ポータル）をから拡張し、地域の歴史や文化資源のデジタ
ル化について再構成し、オンライン上でのアクセスを容易にすることで、地域の情報資産を広く共有・発信します。こ
れにより、市民の学習機会を拡大し、地域外の人々にも小松市の魅力を伝えることを目指します。

• デジタルアーカイブを広く活用するために、相互運用可能でオープンなしくみを構築します。

利活用のイメージ

• 自宅からでも、スマートフォンやパソコンを使って、小松市の歴史資料や文化財にアクセスできることを知ることで、気
軽に資料を検索し、家族と一緒に地域の歴史を学ぶことができ、学校の課題や地域活動にも役立てられます。

• 日常の活動やフィールドワーク等アナログな情報をネットワークでつないだ、ハイブリッドなメディアによるアーカイブ
づくりを、市民と一緒になって進めていきます。

基本的な考え方

• 小松市の他の文化施設や公立小松大学、学校、企業、団体と連携し、情報や資源を共有することで、地域全体の文化
活動を支援・強化します。ネットワークを通じて、小松市全体の文化的価値を高め、まちづくりに貢献します。

利活用のイメージ

• 市民は他の文化施設や教育機関との共同イベントやワークショップに参加することで、地域全体の文化活動に参加し、
広範な学びと交流の機会を得られます。また、他施設の利用者との共同プロジェクトを通じて、新たなコミュニティづ
くりに貢献できます。

発信・表現活動支援
地域の歴史文化
の集積・編集

施設・地域連携知の集積 体験の共有・交流

地域の歴史文化
の集積・編集

知の集積 発信・表現活動支援「個」の活動

2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」20241025更新

※デジタルアーカイブについては、「1-●.連携・融合における基本的な考え方」（p●）を参照



⑤ 特徴的な機能・サービス
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資料・情報の創造・発信支援

図書館との連携機能

基本的な考え方

• 図書館との連携機能の導入は、「すべての人々に開かれた、学びと楽しみ、そして未来を考えるための機会」を提供す
ることを目的とします。そのため、展示や学習プログラムの共同実施、資料のデジタル化とアーカイブの共有、レファレ
ンス・レフェラル機能の統合、学校や公立小松大学との連携等、多様なプログラムを企画・実施します。これにより、地
域社会における学習と文化の発展が促進され、市民はより豊かな学びと体験を得ることができるようになります。

利活用のイメージ

• 図書館と博物館、そして学校や公立小松大学と連携したプログラムにより、市民が地域の専門家や教育機関とつなが
りながら、より深い学びを体験できるようになります。

• レファレンス・レフェラル機能が統合されることで、図書館と博物館双方の情報資源を活用し、より充実した調査や情
報検索のサポートを受けられるようになります。

基本的な考え方

• 市民が地域の文化や歴史に基づいた新しい資料やコンテンツを創造し、それを発信できる環境を整えます。地域の歴
史文化を学ぶだけでなく、創造的に発信することで、市民の文化的表現の活動を促進します。

利活用のイメージ

• ワークショップや講座を通じて、市民が自身の物語を作り、施設やオンラインプラットフォームで公開できる機会が増
えます。自分の作品を広く知ってもらい、地域文化を一緒に創造する楽しさを体験できます。

活動支援

地域の歴史文化
の集積・編集

「個」の活動

地域の歴史文化
の集積・編集知の集積 施設・地域連携「個」の活動

創造 発信・表現 共に創る

2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」

※図書館と博物館の連携については、「1-●.連携・融合における基本的な考え方」（p●）を参照

20241025更新
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⑤ 特徴的な機能・サービス

デジタル技術を活用した機能

基本的な考え方

• さまざまな理由で博物館を訪れることができない方々にも、未来型図書館の機能・サービスを提供することを目的と
します。そのため、市民や地域との連携による、「まちじゅう博物館」の企画・運営を行い、未来型図書館は地域社会全
体に学びや文化活動の機会を提供し、多様なニーズに応えるサービスを展開します。

基本的な考え方

• 最新のデジタル技術を活用し、インタラクティブな展示やバーチャルリアリティ（VR ）体験等を提供することで、来館
者に新たな学びと発見の機会を提供します。

• デジタル技術を活用した機能の導入は、生成AIをはじめとする新しい技術を市民が身近に感じられる体験を提供す
ることを目的とします。そのため、デジタル技術を楽しみながら学べる機会を提供し、デジタル（情報空間）とアナログ
（実空間）の体験を一体的にデザインし、整備します。これにより、多様で新しい形の社会参加を実現するとともに、未
来型図書館がデジタル技術においても地域社会をリードし、市民の社会参加を支える役割を果たします。

利活用のイメージ

• スマホやタブレットを使っての展示解説や、VRゴーグルを装着して歴史的な建物や風景を体験できるコーナーで、地
域の歴史に触れることができます。

• AIについては、市民が基本から学ぶことでき、体験を通じて、活用や創造についても深く考えることができます。

アウトリーチ機能

施設・地域連携 体験の共有・交流 発信・表現創造 共に創る

活動支援知の集積 体験の共有・交流施設・地域連携

2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」20241025更新

※デジタル技術については、「1-●.連携・融合における基本的な考え方」（p●）を参照
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ミュージアムショップの整備・運営

広報・マーケティング活動

⑥ 民間に期待する機能・サービス

基本的な考え方

• 民間事業者と市民（市民コミュニケーター）が連携し、SNS やデジタルメディアを活用した広報・マーケティング活動
を強化することで、博物館の認知度向上と来館者の増加を図ります。

利活用のイメージ

• 市民は、SNSを通じて企画展やイベントの情報をリアルタイムで受け取ることができ、興味が湧いた時にすぐ訪れるこ
とができます。また、オンラインでの展示解説やバーチャルツアーが提供されることで、物理的に来館できない人も小
松市の文化に触れる機会が広がります。

基本的な考え方

• 展示に関連した商品を販売するミュージアムショップを、整備・運営（民間事業としても検討）することで、魅力をより
深く知ってもらう機会を提供します。地域の文化を発信し、地元産業と連携する場にもなります。

利活用のイメージ

• 展示を楽しんだ後にミュージアムショップで関連した工芸品や限定グッズ、書籍を購入できることで、小松市の文化や
歴史を家に持ち帰る楽しみが増えます。ショップ内で行われる地元作家の作品販売イベントやワークショップにも参加
でき、新たな発見と出会いの場が提供されます。

施設・地域連携 体験の共有・交流 創造 発信・表現

発信・表現体験の共有・交流文化の共有

地域の歴史文化
の集積・編集

創造

2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」20241025更新

複合施設全体として示す
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地域産業との連携

観光・賑わい創出の高い機能

⑥ 民間に期待する機能・サービス

基本的な考え方

• 観光交流課や民間事業者と協力し、在留外国人や訪日外国人（観光、ビジネス、留学）向けの多言語対応ガイドツアー
やコンテンツを提供し、国際的な来館者に対しても地域の魅力を伝えます。観光スポットとしての機能を持つことで、
地域全体の経済活性化につなげます。

利活用のイメージ

• 「こまつクエスト_4」「グローカルこまつフーズ_7」「食べ歩き、飲み歩きプロジェクト_3」市民と観光客は、季節ごとに異
なる特別展示や冒険（非日常）、食（日常×非日常）等、多様なプログラムを通じて一緒に楽しむことができます。観光
客も巻き込んだ参加型のイベントにより、地域全体の一体感が生まれ、まちの活気がさらに高まります。

基本的な考え方

• 地元事業者（製造業、繊維業、農業等）や地域の研究者や、作家・クリエイターとのコラボレーションを通じて、地域の産
業や伝統技術を紹介する特別展示やワークショップを実施し、地域産業の理解促進と振興に寄与します。

• 地元事業者や団体と連携し、博物館機能の充実を目的としたスポンサーシップや寄付を促進します。これにより、財政
的な支援を受けながら、多様な展示やプログラムを実施します 。

利活用のイメージ

• 来館者は、博物館内で開催される地域企業とのコラボレーション展示や体験型イベントに参加し、地元の産業や技術の
魅力を直に感じることができます。例えば、地元の伝統工芸のワークショップや食品メーカーとの試食イベントを通じ
て、小松市の地域資源に触れながら楽しめる場が提供されます。

施設・地域連携 体験の共有・交流 活動支援創造 共に創る

発信・表現くつろぐ・居場所 体験の共有・交流文化の共有 子育て支援

2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」20241025更新

複合施設全体として示す

複合施設全体として示す



⑦ 博物館機能の規模・スペースの考え方
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博物館の規模について

展示室

博物館収蔵庫・バックヤード

• 「小松市未来型図書館等複合施設官民連携事業調査報告書」（令和6年3月）（以下、報告書）における検討に基づき、
既存展示資料の再編・分散収蔵、図書館機能や施設共用空間を活用した展示の工夫等により、展示室の必要面積を現
在の約半分程度、また、バックヤード機能を同規模（それぞれ150㎡）とした場合、博物館機能面積は約900 ㎡と想定
します。

• 市民ギャラリーは、同じく「報告書」における博物館機能の整理の通り、現状面積の確保を基本とし、約300 ㎡を見込
むこととする。

• 上記の規模を基本としつつ、図書館やその他の機能との融合、小松市の他の施設との連携、「まちじゅう博物館（仮）」
の実現等によって、まち全体での博物館ネットワークの整備を進めていきます。

• 企画展・特別展を開催するためのスペースとして展示室を整備します。

• 指定文化財や他施設から借用した貴重な資料を展示できる適切な室内環境を整備します。多様な企画展・特別展に
対応できる、柔軟な空間、設備を整えます。

• 所蔵資料の保存と借用資料の一時保管に対応し、耐火・耐震・安全性を備えたスペースを設置します。また、貴重文献
や指定文化財の資料の借用を想定し、公開承認施設に対応する設備を整備します。

• 学芸員などの執務スペースを、図書館機能などと一体的に整備します。また、搬入トラックの収容や開梱・梱包作業が
できるスペースも確保します。

2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」20241025更新



⑦ 博物館機能の規模・スペースの考え方
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市民ギャラリー

図書館との融合スペース

• 市民の作品や創作スタジオで制作した作品、子どもたちの自由研究などを展示・発表できるスペースを設けます。ま
た、共用スペースと一体的に運用することも検討します。

• 常設展示スペース、企画展示スペース、図書館機能等と、多様な連携を図ることができるよう、柔軟な空間や什器備
品、ネットワーク環境を整備します。

• レファレンス・レフェラル機能に加えて、図書館と博物館の展示や資料を一体化した空間を設け、来館者が自然な流れ
で両機能のコンテンツを楽しめるようにします。

• 図書館のテーマ配架と博物館の資料や展示物（小さな展示）をテーマに沿って組み合わせたエリアを作り、来館者が
同じテーマで多角的に学びや発見を得られる環境を整えます。

共用スペース

• エントランスホールや市民ギャラリー、交流スペース等にも、図書館の本やテーマ配架と連携した企画や、小さな展示
や多様なメディアによって、施設全体が一体感を感じるレイアウト配置や空間を演出します。書架は融合をつなぐイン
ターフェイスとして分散配置します。

• エントランスホールは、未来型図書館の情報の入口として、施設の基本情報に誰もがアクセスできる場所となります。

2-（3）. 博物館機能「地域の歴史文化の集積・編集」



2-（4）. 市民交流・活動機能及びその他の機能



① 市民交流・活動機能及びその他の機能の基本的な考え方

未来型図書館のビジョン・コンセプトとのつながり

54

ビジョン”こまつを編む。こまつを巡らす。”と市民交流・活動機能

• 市民交流・活動機能は、未来型図書館における、図書館機能や博物館機
能の入口であり、両者をつなぐ役割を果たします。それによって、「編む。
巡らす。」というビジョンの実現を、より柔軟に支えます。

3つのコンセプトと市民交流・活動機能

• 3 つのコンセプトは、互いに重なり、補い合いながら役割を発揮します。
市民交流・活動機能もこうした関係の相互性を重視しながら具体化して
いきます。

出典：小松市 | 小松市未来型図書館基本構想

市民交流・活動機能及びその他の機能における3つのポイント

2-（4）. 市民交流・活動機能及びその他の機能

1）くつろぎの場：ひとりを支え、安心やくつろぎを提供する機能・スペース

• 利用者は、多様な交流・活動機能から、学習や作業に集中したり、気軽にリラックスできる場所を自由に選ぶことがで
きます。個々のニーズに合わせた「居場所」としての空間が、誰もが快適に利用できるようにデザインします。

2 ）学びの場：学びと交流のきっかけを生み出し、促進する機能・スペース

• 市民同士が交流し、アイデアを共有できる機能とスペースを備え、地域の文化や知識の交差点として機能します。さら
に、地域全体の教育やコミュニティ形成を促進します。

３）創造の場：創造と共創を支援し、新しい価値を生み出す機能・スペース

• 創造的な活動や、市民が協力して新しいプロジェクトやアイデアを生み出す共創のプラットフォーム「こまつリビングラ
ボ」のための機能を整備します。スペースは固定的ではなく、どこでもリビングラボを実施できるしくみをします。



② 機能・サービスの全体構成

55

2-（4）. 市民交流・活動機能及びその他の機能

機能・サービスの構成

多目的スペース

個人スペース

飲食スペース（カフェ）

物販スペース

キッチンスタジオ

市民交流スペース

創造スタジオ

「個」の活動 体験の共有・交流

リビングラボ

知・文化の共有

創造

子育て支援

活動支援

活動支援
共創

キッズルーム

ビジネス支援

その他の機能（共用部）

エントランス／トイレ／授乳室／管理人室／倉庫・電気・機械室・ゴミ庫／階段・廊下・エレベーター

広場・フリースペース

くつろぎ・居場所

会議室

学校連携支援

知・文化の共有

音楽スタジオ

ティーンズスタジオ

20241025更新



③ 市民交流・活動を支える多様な機能・サービス
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「個」の活動／くつろぎ・居場所

2-（4）. 市民交流・活動機能及びその他の機能

個人スペース／広場・フリースペース

基本的な考え方

• 個人が集中して学習や作業に取り組めるスペースを提供し、個々のニーズに応じた柔軟な利用を可能にします。静か
な環境での作業や読書、創作活動に最適な場を設けます。

• 未来型図書館は、誰もが気軽に立ち寄り、安心して過ごせる「くつろぎの場」を提供します。開放的なフリースペースは、
来館者が自由に利用でき、読書や作業、リラックスなど、多様なニーズに対応できる設計です。また、この空間は、心地
よい雰囲気を持つ場所として、ひとりでも、家族でも、友人とでも、幅広い市民に開かれています。

• 図書館や博物館機能を利用する前後に、気軽にくつろぐことができ、長時間滞在したくなるような魅力的な空間を目
指します。

利活用のイメージ

• 読書を楽しんだり、静かにリモートワークを行ったりする場所として、机やソファが適度に配置されたフリースペース
が活用されます。落ち着いた照明やインテリアにより、長時間の滞在でも快適に過ごせます。

• 友人同士や家族で集まり、コーヒーを飲みながら、ゆったりとした時間を共有できます。座り心地の良い椅子やベンチ
が随所にあり、思いがけない出会いや交流が自然と生まれる場となります。

• フリースペースは、イベントや企画展示がある際には、展示物やポップアップショップの設置場所としても活用され、来
館者が参加しやすい仕掛けが施されます。

20241025更新

ゾーニング・施設計画と連動して、フリースペースと閲覧スペース、
市民交流スペースとの目的や機能の違いを明確に示す



③ 市民交流・活動を支える多様な機能・サービス
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体験の共有・交流

2-（4）. 市民交流・活動機能及びその他の機能

会議室／多目的スペース／飲食スペース／物販スペース／交流スタジオ

基本的な考え方

• 市民同士が多様な体験を共有し、交流できるスペースを提供します。会議室や多目的スペースでは、地域のワーク
ショップや講演、展示イベントなどが定期的に開催され、カフェ（飲食スペース）や交流スタジオ（簡易キッチンなどの機
能を備え、多様なワークショップやつくる体験ができるスペース）では、市民がリラックスしながら交流を深めることが
できます。屋外を含め、地域のフードフェスやマーケットなどのイベントにも対応し、参加者が体験を通して新たなつな
がりを築く場となります。

• これにより、未来型図書館が「体験を通じた学びと交流の場」として機能します。

利活用のイメージ

• 交流スタジオ × カフェ × 屋外の連動：交流スタジオで地元のシェフによる料理教室が開催された場合、参加者は地
域の食材を使ったレシピを学ぶだけでなく、料理の背景にある地域文化や食材の特性についても知識を深めます。そ
の後、料理教室で作った料理がカフェで提供され、来館者がそれを楽しむことができるため、学びと実践のつながりを
体感します。さらに、屋外ではマルシェが展開し、料理に使用した地元食材が販売されており、来館者が実際に食材を
購入して自宅で再現することができます。学んだことを実生活で活かし、さらに共有するというサイクルが生まれます。

• 交流スタジオ × 多目的スペース × テラスの連動：多目的スペースで地元の食文化に関する講演が行われ、参加者は
地域の伝統的な料理や文化に関する知識を深めます。講演後、交流スタジオでその伝統料理の調理実演が行われ、参
加者が実際に作り方を学びながら試食することで、理論と実践を結びつけます。さらに、テラスでは、参加者が調理し
た料理を囲んでリラックスした交流の場が設けられ、地域文化についてのディスカッションが自然に始まります。こう
して、知識の学びから実践、そして共有までの一貫した体験が促進され、参加者が自らの生活やコミュニティにその学
びを持ち帰ることができます。

20241025更新

ゾーニング・施設計画と連動して、交流スタジオが必要かどうか、
または多目的スペースや創作スタジオとの目的や機能の違いを明確に示す



③ 市民交流・活動を支える多様な機能・サービス
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知・文化の共有／施設・地域連携

2-（4）. 市民交流・活動機能及びその他の機能

市民交流スペース／学校連携支援

20241025新規追加

基本的な考え方

• 市民交流スペースは、地域の文化や知識の共有にとどまらず、多様な市民活動や交流を促進するためのオープンス
ペースです。市民同士が集い、学び合い、情報交換し、新たなアイデアやプロジェクトを生み出す場として機能します。
趣味や関心を共有するコミュニティの形成、ボランティア活動の拠点、地域課題の解決に向けた議論の場など、多様な
目的で柔軟に利用できるスペースを目指します。

• 学校連携支援は、地域の学校との連携を支援し、子どもたちの学びをサポートする場所と機能を整備します。学校で
の学習と図書館・博物館の活動を結びつけ、地域に根ざした学習環境を提供します。さらに、学校だけでなく、家庭や
地域社会とも連携し、子どもたちの豊かな成長を地域全体で支える仕組みを構築します。

利活用のイメージ

• 地域文化をテーマにした展示や市民参加型のトークイベント、ワークショップが行われ、来館者が自由に交流し、知識を
深め合う場として機能します。市民が自分たちで企画したイベントやプロジェクトを発表し、互いに刺激を受け合う、参
加型の文化交流の場として利用されます。

• 学校の授業の一環として、生徒が図書館に訪れてリサーチを行い、プロジェクトを発表する場として活用されます。域
の学校と共同で開催されるワークショップや教育プログラムが実施され、地域全体での学びを促進する場となります。



③ 市民交流・活動を支える多様な機能・サービス
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創造

2-（4）. 市民交流・活動機能及びその他の機能

創作スタジオ／音楽スタジオ／ティーンズスタジオ

20241025新規追加

基本的な考え方

• 創造的な活動を支えるため、市民が自由にアイデアを形にできる工作スペースや、音楽・ダンスのパフォーマンスを楽
しむためのスタジオを提供します。ここでは、市民が自らアートや音楽に取り組み、自己表現する場として機能し、創造
的な活動が地域全体で広がります。

• また、子どもから大人までが参加できるプログラムを通じて、創造力を育み、新しい価値を生み出す場を提供します。

• ティーンズがひとりでも、グループでも安心して過ごせる居場所を提供します。また、学習や創作だけでなく、多様な
活動を支援します。

利活用のイメージ

• 創作スタジオでは、子ども向けのクラフト教室が定期的に開催され、参加者が自分だけのアート作品を創作します。親
子で参加できるプログラムも充実しており、家族で楽しい時間を過ごせます。

• 地元アーティストが利用できる創作スペースとして、絵画や彫刻などの制作が行われます。スタジオでは、音楽家やダ
ンサー（プロも、アマチュアも）が自由に練習やパフォーマンスを行い、市民に新しい文化体験を提供します。

• 音楽スタジオでは、ミニコンサートが行われ、地域のミュージシャン（プロも、アマチュアも）が歌や演奏を披露します。ま
た、ダンススタジオでは、子どもたちが練習の成果を発表する場として活用され、地域の人々が応援に集まります。

• 若者が集まって音楽制作やアート創作、趣味の活動に取り組み、自分たちの作品を発表する場として活用され、創造
的な活動を支援します。



③ 市民交流・活動を支える多様な機能・サービス

60

子育て支援

2-（4）. 市民交流・活動機能及びその他の機能

キッズスペース

20241025新規追加

基本的な考え方

• 未来型図書館では、子育て世代が安心して利用できる支援機能を整備し、子どもと家族が共に過ごし、学び、成長す
る場を提供します。子どもたちが安全に遊びながら成長できる環境を提供するとともに、親が安心して図書館や博物
館の機能を利用できるよう支援します。

• 未来型図書館は、地域全体で子育てや子育ちを支える拠点として、地域の専門家や子育て支援団体と連携し、親子が
孤立せずに地域のつながりを感じられる場を目指します。これにより、家族単位ではなく、地域社会全体で子育てを
見守り、支える仕組みを作ります。

利活用のイメージ

• 親が図書館や博物館のセミナーやイベントに参加している間、子どもをキッズスペースで一時的に預かり、安全な環境
で遊ばせることができます。これにより、親は安心して自分の活動に集中できます。

• キッズスペースの遊び場では、親子で参加できる絵本の読み聞かせや、遊びを通じた学びのプログラムが定期的に開
催され、子どもたちが楽しく学ぶことができます。また、親子で遊べるスペースとして、気軽に訪れることができます。

• キッズスペースでは、地域の保育士や育児の専門家による育児相談が行われ、親が気軽に相談できる場所として機能
します。また、他の親との交流が生まれ、育児の悩みや喜びを共有できる場となります。

• 季節ごとのイベントやワークショップが開催され、子どもたちは他の子どもたちと一緒に楽しく参加します。親が参加
しやすい時間帯や内容が工夫されており、家族全体で楽しめる機会が提供されます。

ゾーニング・施設計画と連動して、
駅前のカブッキーランドなどとの重複にならないよう検討



③ 市民交流・活動を支える多様な機能・サービス

61

活動支援

2-（4）. 市民交流・活動機能及びその他の機能

ビジネス支援

20241025新規追加

基本的な考え方

• 小松で暮らす人、小松で働く人のために、ビジネスの成長を支援する機能を整備します。市民活動サポートでは、地域
で活動する団体やプロジェクトが利用できるミーティングスペースやサポートプログラムを提供し、ビジネス支援では、
地元企業や起業家が集まり、新しいアイデアやプロジェクトを育む場所として機能します。これにより、地域全体での協
力やネットワークが広がります。

• スタートアップやビジネス活動を支援するためのラボ機能を導入し、地域の経済活動を活性化します。特に小松市の
ものづくり産業におけるイノベーション創出を目指し、AI等情報技術の本格的な活用を支援します。

利活用のイメージ

• 地域で活動する市民団体が、ビジネスや起業のための、定期的な会議やプロジェクトの打ち合わせに利用します。また、
新しいプロジェクトの企画会議や、地域イベントの準備が進められる場としても活用されます。

• ビジネス支援スペースでは、起業家向けのビジネスセミナーやワークショップが開催され、地元のビジネスマンやス
タートアップが集まり、知識や経験を共有します。また、ビジネスマッチングイベントを通じて、地域内外での新しい協
力関係が築かれます。

• AI等の専門家によるビジネスアドバイザリーサービスが提供され、個人事業主や中小企業が成長に向けた具体的なサ
ポートを受けることができます。新しいプロジェクトの立ち上げや、事業におけるAIの導入など、実践的な助言が得ら
れます。

• 市民活動やビジネスの成果を展示するプロジェクト展示会が開催され、来館者が地域の新しい商品やサービスに触れ、
応援する場となります。これにより、市民が地域の活動やビジネスに直接関与し、地域経済の発展をサポートします。
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活動支援／共創

2-（4）. 市民交流・活動機能及びその他の機能

リビングラボ

基本的な考え方

• 「こまつリビングラボ」は、市民、企業、行政が協力して小松の課題解決や新しい価値の創造に挑む共創の場です。この
スペースでは、地域の未来を考え、実験的なプロジェクトが試みられ、市民が主体的にアイデアを形にする場となりま
す。また、リビングラボを通じて、市民の声が直接地域の政策やサービスに反映される仕組みが整備されます。

• リビングラボを、1人でも、グループでもはじめることができる、さらにどこでもはじめることができる、多様な活動
に対応できる機能・スペースを整えます。

利活用のイメージ

• 地域の課題や交流に関心を持ちながらも、初めての参加や交流に躊躇している人々が安心して関われる場を提供し
ます。例えば、「はじめての共創」というイベントが定期的に開催され、経験がなくても参加できるカジュアルな対話や
アイデア出しの場が用意されます。スタッフやファシリテーターが丁寧にサポートし、参加者同士が緊張せずに話し合え
る環境を整えます。

• 市民と地元企業、行政が集まり、地域の課題を解決するためのアイデアソンが開催されます。ここでは、自由な発想で
新しいサービスやプロジェクトが提案され、実際に試作や試行が行われます。

• リビングラボでは、地域の課題解決を目指したプロジェクトが実際に試され、市民の協力のもとで実証実験が行われ
ます。例えば、環境問題や高齢化社会に対応する新しい取り組みが、市民の参加を得て実施されます。

• 地元企業が開発した新しい商品やサービスを、市民が試験的に利用する機会が提供され、そのフィードバックが商品
開発や改善に役立てられます。市民の声が直接反映されることで、地域に根ざした新しいビジネスが育まれます。

• 地元大学や研究機関と連携し、最新の技術やアイデアを使ったオープンイノベーションプロジェクトが実施されます。市
民が研究者や専門家と共に新しい技術やサービスを試すことで、地域全体が次世代の技術革新に関与できる仕組み
が整えられます。
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2-（4）. 市民交流・活動機能及びその他の機能

居場所としての、文化としての食空間〈飲食スペース（カフェ）、交流スタジオ〉

基本的な考え方

• 未来型図書館における飲食スペースと交流スタジオ（簡易キッチンなどの機能を備え、多様なワークショップやつくる
体験ができるスペース）は、単なるフードやドリンクを提供する場所ではなく、地域の文化や人々が集う「居場所」とし
ての役割を果たします。地域の食材や料理を通じて、食文化の魅力を発信し、食を通じた交流が促進される場となり
ます。また、交流スタジオは、地元のシェフや食の専門家が食にまつわる知識や技術を伝えるワークショップや、料理教
室などが開催される、学びと体験の空間として活用されます。

利活用のイメージ

• カフェでの食文化イベント：地元の食材を使ったメニューや、地域の伝統的な食文化をテーマにしたイベントが定期的
にカフェで開催されます。来館者は食事を楽しみながら、地域の食文化に触れることができ、自然な形で交流が生ま
れます。

地域の文化と暮らしを知り、楽しむローカルマーケット〈物販スペース〉

基本的な考え方

• 物販スペースは、未来型図書館において地域の文化や暮らしを紹介し、楽しむための「ローカルマーケット」として機
能します。ここでは、地元のアーティストや職人が手がける工芸品や、地域特産品を展示・販売し、来館者が地域の文化
に触れ、購入を通じてその価値を体験できる場となります。ローカルマーケットは、図書館や博物館が持つ知識や文化
に関連した商品を通じて、地域の魅力を再発見することができる空間を提供します。

利活用のイメージ

• 季節ごとの特産品フェア：季節ごとに地元の特産品や農産物を販売するフェアが開催され、来館者が地域の食材や工
芸品を通じて、季節感を感じながら地域の生活に触れることができます。これにより、来館者が地域とのつながりを感
じながら、暮らしの中に取り入れられるアイテムを見つけられます

20241025新規追加
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2-（4）. 市民交流・活動機能及びその他の機能

情報技術を学び、仕事の可能性を広げるコワーキングスペース〈ビジネス支援〉

基本的な考え方

• コワーキングスペースは、地域のフリーランサーやリモートワーカー、起業家、または出張で小松を訪れる人が集まり、
仕事やアイデアを共有できる場所です。ここでは、単なる作業場所にとどまらず、地域のビジネスコミュニティを育て、
ネットワーキングやコラボレーションの機会を提供する場として機能します。また、未来型図書館では、ビジネスにお
ける生成AIの本格的な活用支援も行い、利用者が「プロンプトリテラシー」など、次世代のビジネススキルを学び、実
践できる環境を整備します。AI を活用した新たなビジネスの可能性を広げ、地域経済の活性化にも寄与します。

利活用のイメージ

• リモートワークの拠点：フリーランサーやリモートワーカーが日常的に利用できるコワーキングスペースとして、多彩な
ワークスタイルに対応した設備が整っています。利用者同士の自然な交流や情報交換が進み、新たな仕事の機会やプ
ロジェクトが生まれます。

• 生成AIの活用ワークショップ：ビジネス支援の一環として、生成AIを活用した「プロンプトリテラシー」のワークショッ
プが定期的に開催されます。参加者は、生成AIを活用してビジネスの効率化や新たなサービスの創出を学び、リアル
タイムで実践しながら技術を習得します。これにより、AIを活用した新しいビジネスモデルやアイデアが次々に生み出
されます。

• AI活用によるビジネスプラン作成支援：AIツールを使ったビジネスプラン作成のサポートも提供され、参加者は自身
のビジネスアイデアをAIによる分析やアドバイスを受けながら具体化します。専門家の支援を受けつつ、生成AIを活
用した戦略的なプラン作成が行われ、地域のスタートアップや企業の成長が促進されます。


